
新座市における焼却炉の規制
～新座市ダイオキシン類規制条例の概要～

新座市では、廃棄物の焼却に伴い発生するダイオキシン類の排出を規制するこ

とを目的とし、新座市ダイオキシン類規制条例（以下「市条例」といいます。）を

平成１１年３月２９日に制定し、同年１０月１日から施行しています。

また、平成１４年９月３０日に市条例の一部を改正し、同年１２月１日から規

制が強化されました。

１ 規制対象となる焼却炉の規模（市条例第２条）

市条例の規制対象となる焼却炉の規模は、事業者及び一般の家庭が設置して

いる（今後設置しようとする場合も含む。）次の要件にすべて該当したもので

す。

また、市条例の対象焼却炉は、その規模に応じ「小型焼却炉※１」と「簡易焼

却炉※２」とに分類し、それぞれの取扱いを定めています。

なお、市条例における「焼却炉」とは、「廃棄物の処理及び清掃に関する法

律施行規則」に定める構造を有する焼却設備をいい、具体的には次の構造を備

えているものとします。

※１ 小型焼却炉

市条例の対象焼却炉のうち、簡易焼却炉に該当しない焼却炉をいいます。市条例上、小

型焼却炉については、簡易焼却炉と比べて厳しい基準（構造基準及び維持管理基準）や排

出ガス中のダイオキシン類の測定義務、排出基準の遵守が課せられます。また、埼玉県生

活環境保全条例（以下｢県条例｣といいます。）の規制対象として、届出義務、排出基準、

維持管理基準・構造基準等が課せられます。

目安として、焼却炉の火格子面積又は火床面積が上図より大きいものが対象となります。

直径約６０ｃｍ

円形の場合

燃焼能力が１時間当たり１００㎏未満であること。

火格子面積（火床面積）が１㎡未満であること。
ごう どこ

燃焼室容積が１.４ｍ３未満であること。

空気取入口及び煙突の先端以外に焼却設備内と外気とが接することなく、燃焼室にお

いて発生するガス（以下「燃焼ガス」という。）の温度が摂氏８００度以上の状態で定

量ずつ廃棄物を焼却できるものであること。

燃焼に必要な量の空気の通風が行われるものであること。

外気と遮断された状態で廃棄物を燃焼室に投入することができるものであること（ガ

ス化燃焼方式のその他の構造上やむを得ないと認められる焼却設備の場合を除く。）。

燃焼室中の燃焼ガスの温度を測定するための装置が設けられていること。

燃焼ガスの温度を保つために必要な助燃装置が設けられていること。

正方形の場合
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※２ 簡易焼却炉

次の要件をすべて満たした焼却炉をいいます。

燃焼能力が１時間当たり３０㎏未満であること。

火格子面積（火床面積）が０.３㎡未満であること。

燃焼室容積が０.４２ｍ３未満であること。

２ 焼却炉の設置者の責務

市条例の対象となる焼却炉を設置する（既に設置している場合も含む。）方

は、次のことが義務付けられます。

設置等の届出（市条例第７条・市規則第２条）

届出の要件と種類は、表１のとおりです。また、併せて県条例に基づく届

出等も必要です（県条例では、家庭用焼却炉を届出の対象外としています。

また、県条例に基づく届出の届出先は、埼玉県西部環境管理事務所です。）。

表１ 市条例に基づく届出

排出基準の遵守（市条例第６条・附則第３項）

小型焼却炉を設置しているもの（既に設置している場合も含む。）は、表

２に基づく排出基準（県条例に基づくものを含む。）を遵守しなければなり

ません。

なお、市条例及び県条例では、排出基準に適合しない場合や、改善命令等

に従わない場合には、罰則が適用されることがあります。

表２ 排出基準一覧

※１ 市条例では、平成１１年１０月１日に現に設置していた施設を「既設」とし、同日以

降に設置する施設を「新設」とするが、県条例では、平成１１年４月１日に現に設置し

ていた施設を「既設」とし、同日以降に設置する施設を「新設」とする。

※２ 埼玉県公害防止条例（旧条例）による規制対象の再生炉及び燃焼炉については、平成

１７年３月３１日まで０．７ｇ/ｍ３Ｎとする。

※ 測定方法は、ダイオキシン類対策特別措置法に基づく方法によること。

※ 太枠で囲まれた項目（ばいじん、塩化水素及び硫黄酸化物）については、県条例に基

づく測定項目とする。

届出を要する場合 届出の種類

市条例対象焼却炉を設置する場合（入替えを含む。） 小型焼却炉等設置届出書

市条例対象焼却炉を廃止する場合 小型焼却炉等使用廃止届出書

届出に係る事項に変更があった場合 小型焼却炉等変更届出書

項目 排出基準(新設)※１ 排出基準(既設)※１ 備考

ダイオキシン類 ５ １０

単位 [nｇ-ＴＥＱ/ｍ３Ｎ]

県条例は、焼却能力が１時間当

たり１００kg以上２００kg未満

の施設が対象

ばいじん ０．１５ ０．２５※２ 単位 [ｇ/ｍ３Ｎ]

塩化水素 ５００ ５００ 単位 [㎎/ｍ３Ｎ]

硫黄酸化物 １４.５×１０－３×Ｈｅ２ １４.５×１０－３×Ｈｅ２ 単位 [ｍ３Ｎ/時]



定期的な排出ガス中のダイオキシン類濃度の測定（市条例第１１条・市規

則第５条）

小型焼却炉を設置しているもの（既に設置している場合も含む。）は、表

３に記載された頻度でダイオキシン類等を測定し（県条例に基づくものを含

む。）、その結果を３年間保存しなければなりません。

表３ 排出ガス測定の頻度

※ 太枠で囲まれた項目（ばいじん、塩化水素及び硫黄酸化物）については、県条例に基

づく測定項目とする。

構造基準・維持管理基準の遵守（市条例第８条・市規則第３条）

「１ 規制対象となる焼却炉の規模」において明記した「焼却炉」として

の構造基準のほか、小型焼却炉及び簡易焼却炉の区分に応じた構造基準・維

持管理基準が適用されます。また、複数の焼却炉を設置している場合は、そ

の規模を合算して得た規模の基準が適用されます。

ア 小型焼却炉の構造基準・維持管理基準

項目 回数 備考

濃
度

ダイオキシン類年に１回以上
県条例は、焼却能力が１時間当たり１００kg 以上

２００ k g 未満の施設が対象

ばいじん 年に２回以上 県条例で定めるばいじんに係る規制基準の適用施設

塩化水素 年に２回以上 県条例で定める塩化水素に係る規制基準の適用施設

量 硫黄酸化物 ２か月に１回以上 県条例で定める硫黄酸化物に係る規制基準の適用施設

構造基準 維持管理基準

「１ 規制対象となる焼却炉の規模」にお

いて明記した「焼却炉」としての構造基

準のほか、次の要件を備えること。

１ ばいじんを除去する機能（サイクロン、

スクラバー等）を有するばい煙処理設備

が設けられていること。

２ ばいじん及び焼却灰が飛散し、及び流

出しない構造の灰出し設備が設けられて

いること。

１ 燃焼室において発生するガス（以下「燃

焼 ガ ス 」 と い う 。 ） の 温 度 を 摂 氏

８００度以上に保つこと。

２ 廃棄物の燃焼室への投入は、外気と遮

断された状態で定量ずつ行うこと。

３ 焼却灰の熱しゃく減量が１０パーセン

ト以下になるように焼却すること。ただ

し、焼却灰を生活環境の保全上支障が生

じるおそれのないよう使用する場合は、

この限りでない。

４ 運転を開始する場合には、助燃装置を

作動させること等により、炉温を速やか

に上昇させること。

５ 運転を停止する場合には、助燃装置を

作動させること等により、炉温を高温に

保ち、廃棄物を完全に燃焼し尽くすこと。

６ 燃焼ガスの温度を連続的に測定し、か

つ、１時間に１回以上記録すること。

７ ばい煙処理設備にたい積したばいじん

及び焼却灰その他の燃殻を除去するこ

と。

８ 排出ガス中の一酸化炭素濃度を１００

万分の１００以下とすること。



イ 簡易焼却炉の構造基準・維持管理基準

３ 不適切な焼却の禁止（市条例第１２条・市規則第６条）

不適切な焼却

「不適切な焼却」とは、地面での焼却やドラム缶による焼却など焼却炉と

して必要な構造を有していない施設を用いた焼却をいいます（市条例第２条

第６号）。

なお、廃棄物の処理及び清掃に関する法律や県条例では、不適切な焼却に

ついて罰則が適用される場合があります。

不適切な焼却の特例

不適切な焼却は、原則として禁止されていますが、次の行為については、

適用を除外します（ただし、周辺地域の生活環境に与える影響が少なくなる

よう配慮してください。）。

ア 地域的慣習の催しに伴う行為

イ 小規模な落ち葉たき及びたき火による芋焼き

ウ 農作業として行う肥料作りのための落ち葉又はもみがらの焼却及び不

用農作物の焼却

４ 問い合わせ先

新座市ダイオキシン類規制条例については新座市市民生活部環境対策課

まで ０４８－４８１－６７６９（内線１３４２・１３４３）

埼玉県生活環境保全条例については埼玉県西部環境管理事務所まで

０４９－２４４－１２５０（大気水質担当）

構造基準 維持管理基準

「１ 規制対象となる焼却炉の規模」にお

いて明記した「焼却炉」としての構造基

準を備えること。

１ 燃焼ガスの温度を摂氏８００度以上に

保つこと。

２ 廃棄物の燃焼室への投入は、外気と遮

断された状態で定量ずつ行うこと。

３ 運転を開始する場合には、助燃装置を

作動させること等により、炉温を速やか

に上昇させること。

４ 運転を停止する場合には、助燃装置を

作動させること等により、炉温を高温に

保ち、廃棄物を完全に燃焼し尽くすこと。

５ 燃焼ガスの温度を１時間に１回以上測

定し、及び記録すること。


